科学と社会（第２回）

2006.10.5　萩谷　宏

科学と科学者の歴史

今日の要点？

歴史的に見て、「働き者が社会を支え、怠け者が科学をつくる!?」（精神の自由が大切）

しかし、科学を成り立たせるためには、それなりの労力が必要・・・

科学の起源・・・文明の起源？

人類が人類であること：直立二足歩行、道具の使用、言語コミュニケーション…、→脳の発達

現生人類の出現　氷期・間氷期の気候変動、最終氷期の人類の拡散（アフリカから世界各地へ）

約１万年前の氷期の終了、地球全体の温暖化

→人類の定住生活を促進

　農耕・牧畜　生産性向上

　農耕技術の発展、自然との関わり

　人口増加、都市の発展、利水、鉄器文明・・・　→国家の成立

専門的技術者（例：鍛冶屋）の誕生、階級社会、中央集権国家・・・

　文字の発明…経験的知識の蓄積

　世代を超えて知恵を伝える

　粘土板やパピルス　記録するものの存在　：歴史として残る条件でもある。

　数学の起源　ひとつは幾何学　土地を正確に測る・・・例：ヘロンの公式

　土木工事、税徴収、

　天文学の起源　～星座の認識　黄道（太陽の通り道）に沿った12星座

　ナイル川の増水が肥沃な土壌を下流にもたらす…水位の季節変化

　中国でも、天文を観る

　科学の実証主義と宗教的世界観との対立　最初からあった

　科学のよりどころ

　　観測、観察、実験による検証

　最初の科学者は誰か？

紀元前７世紀～６世紀のイオニア地方

　そのひとり、ミレトス市のタレス

　オリーブ油の貿易商人、経験的知識の蓄積：日食の予言、ピラミッドの高さ測量など

　万物の根源は「水」と考えた。（神によらぬ自然観）

　エフェソス市のヘラクレイトス

　万物のもとは「火」

　イオニア地方の諸都市：商工階級の発達、自由な精神風土、植民活動

　ペルシア軍の侵攻：サモス島から南イタリアに逃れたピタゴラス

　ギリシャ数学の基礎。ピタゴラス学派

　デモクリトスの原子論（紀元前５世紀）

　みえない原子の存在を推論

　アテネの隆盛、スパルタとの対立：プラトンのアカデメイア（学校）

　アリストテレスの批判　博物学の創始

　シチリア島シラクサのアルキメデス

　てこの原理、静力学の基礎

　アルキメデスの原理：金の王冠に銀を混ぜて余りの金の着服疑惑

　体積と質量から密度を求め、検証　・・・風呂から飛び出たという伝説

　力学の軍事技術への応用

ローマ時代

　土木の伝統、水道の建設、測量技術、地図の作成

　コロセウムの建築

　実用主義、ストア学派「人間にとって価値のあるものだけが価値を持つ」

　百科全書の流行。

プリニウス（１世紀）

　博物誌・３７巻　４７３人の著者、２０００巻の書物から抜き書き。

西欧における中世の衰退

宗教権力の強大化、制度化　科学の発展を妨げる土壌

ギリシャ時代の科学をアラビアからの逆輸入

数学・・・アラビア数字

ヒポクラテス医学の再生

